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む ら 

令和 6 年事業報告  

みささ村地域協議会定期総会の開催 

●日 時  ２月9日(日) 午後３時00分～ 

●場 所  みささ村公民館 三朝町山田608  

●日 程  定期総会・各部会(地域振興部／公民館

部／福祉厚生部) 

※各役員さんへは案内文書を郵送しています。 

 

【地域振興部】 

・Instagramﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ受賞作品展〔1月26日～2月18日〕 

・議会懇談会〔5月28日〕 〔11月25日〕 

・みささこども園交流 種まき[5月20日、10月7日] ちまき作り[5月27日] 植栽[7月8日] 

・国県土木合同要望活動〔11月7日提出〕 

・空き家どうしよっ会〔11月17日〕 

・スマホ講習会〔12月13日〕 

・県道歩道除雪ボランティア活動 

・各種事業への参加協力：花湯まつり陣所(ｼﾞﾝｼｮ)、キュリー祭 

【公民館部】 

・防災学習会 [3月10日] 

・GG大会春〔4月28日〕交流[9月26日]秋〔10月12日〕 

・料理楽校 [6月30日]  

・かじかの池周辺草刈り作業[７月7日] 

・BBQ[７月14日] 

・温泉芋煮会[11月4日] 

・モルック体験会[11回] 

「魚つかみ」「秋季大運動会」は、中止 

【福祉厚生部】 

三朝温泉の玄関口にあたる『三朝キュリー公園』とその周辺の景観を整備し 

道行く人に楽しんでもらえるよう年間を通じ花の植栽、除草を行っています。 

・三朝キュリー公園と周辺の草刈り作業〔5月19日〕〔7月7日〕〔10月13日〕 

・三朝キュリー公園月1作業Ｄay〔3月～11月〕 

その他、陽花ツツジ剪定・夏場の水やり作業・県道沿い歩道除草剤散布等 

・花いっぱい事業(花苗等の配布)〔6月・11月〕 

・夏の一斉清掃 〔7月 21日〕 

議会懇談会 
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防災学習会 

料理楽校 
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防災学習会 3/16 日 
※午前中開催予定です。 

空き家どうしよっ会 

グラウンドゴルフ交流大会 

花いっぱい運動 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★公民館の利用は、事前申込が必要です。電話 (留守電有 )・FAX・Eメール・来館で受け付けています。お

名前と連絡先を必ずお知らせください。利用時間は、昼間・夜間の利用もできます。  

■お急ぎの場合は、役場企画課 (電話43-3506)までお願いします。 

★利用後は、後片付けをきちんとして下さい。ゴミは、お持ち帰って下さい。 

★事務局員滞在時間は、毎週月曜日～金曜日  午前 9：00～午後 1：00 

★電話 4 3-5201（FAX 兼用）  

★メール :  misasamurakyougikai@gmail.com    

みささ村公民館  場所：三朝町山田 608（スポーツセンター入り口向い） 
 

モルック体験会  
 

2/15 
 

 

＼モルックとは？／  

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ発の人気スポーツ。木製のピン

を倒して点数を競います。1 本倒すとピ

ンに書かれた数字が 2 本以上倒すと倒

した本数が得点に。先に 50 点取ったら

勝ち！50 点を超えると 25 点へ逆戻り！  

こちらのQRからアクセス⇒ 

  

 

 

【年々激しさを増す自然災害そして世間を震撼とさせる刹那的行動による残虐な事件】 

■自分の命は自分で守る！自分で出来る準備をしておく。(地震に対して) 

・一般的には室内では、タンス等背丈以上のものは、転倒防止・移動防止を図る。そして、テレビ・ＰＣデスク等(特に枕

元)は注意し、転倒落下の処置をしておく。玄関・玄関周辺には、物を置かないで安全地域にしておく。食品などは、ロ

ーリングストックという方法で備えて置くと良い。最近では、災害発生直後の７２時間を生き抜く備蓄品がある。キーワ

ードは「仕分け不要！」『ガーディアン７２ＢＯＸ』非常食や水、簡易トイレ、生理用品が一つの箱に入っています。東日本

大震災の経験を生かして開発されました。現在では、長野県内 8町村が導入など全国２１の自治体でも導入されてい

るようです。一箱が 3万 5000円ほどです。 

■今後の対策について 

①住宅耐震診断 昭和 56年５月 31日以前（旧耐震基準）で建てられた木造住宅。 

②感震ブレーカーの設置(震度 5強の揺れを感知した際に電気を自動的に止める) 

地震時の揺れで、家屋電気配線が損傷を受けてショートする。それが火災(電気火災)の発生に繋がる。そして、家庭用

電化製品においても、落下物による電源コードの損傷または落下物による圧迫や、暖房器の転倒や上からの落下物

の接触などの危険性がある。また、地震によって停電が発生し、その後停電が復旧した後通電した際に、スイッチが入

りショートが発生して通電されると火災(通電火災)が発生する場合がある。過去の大震災でも、多数発生している。ま

た、衣類などが通電により暖房器等に接触していた部分から発火したりもする。地震での建物火災の約 6 割がこうし

た電気火災と言われています。 

③耐震シエルター(家屋が倒壊しても潰れない箱)設置 部屋に強固な空間を作る箱、大きさも多数あり、4.5畳～いろ

いろあるようです。現在の部屋に附けられます。しかし、これは、家屋の強化にはなりませんので誤解のないようにして

下さい。揺れが収まったら周りの状況を確認し自分の安全が確保できれば脱出をしよう。 

■災害の状況は、その場その場で様々の様相を呈している。同じ行動が自分の命は自分で守るとは限らない。事案は

現場で起きているのだから。なので、様々な知識を持っているときっと役立つでしょう。そして、それぞれ自分の命を守る

ため、様々な方法が情報発信されています。出来る事から実施される事を望みます。 

■旧耐震基準の建物にお住まいの方々には住宅耐震診断をお勧めします。行政からの補助金制度があり、町建設水

道課に要相談です。新耐震基準で建てられた方でも不安があれば相談して下さい。 

 

 地域防災士 :Ｔ．Ｔ 

．Ｔ 

MOLKKY●●

午前 10時～11時半 

場所：町総合スポーツセンター 

(トレーニングルーム) 

参加費：無 料 

誰でも気軽に楽しめるｽﾎﾟｰﾂ！  

 

参加費：無 料 

 

mailto:misasamurakyougikai@gmail.com

